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特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
平
成
二
十
三
年
文
部
科
学
省
告
示
第

百
二
十
号
）

近
年
、
科
学
技
術
の
分
野
に
お
け
る
国
際
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
科
学
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
国
を
実
現
す

る
に
は
、
創
造
的
・
先
端
的
な
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
計
算
科
学
技
術

は
、
実
験
や
観
測
が
困
難
な
現
象
の
解
明
や
技
術
開
発
に
お
け
る
精
度
の
向
上
等
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
今
後

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
計
算
科
学
技
術
を
通
じ
た
研
究
開
発
が
、
国
際
競
争
力
の
飛
躍
的
な
向
上
に
つ
な
が
る
研
究

成
果
を
世
界
に
先
ん
じ
て
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
中

核
と
し
た
革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
」
と
い
う
。
）

を
、
利
用
者
視
点
に
立
っ
て
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
機

関
等
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
い
う
。
）
が
主
導
し
て
構
築
し
、
世
界

最
高
水
準
の
成
果
創
出
と
成
果
の
社
会
還
元
を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
い
る
。

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
（
以
下
「
理
化
学
研
究
所
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
設
置
さ
れ
る
、
極
め
て
高
度
な
演
算
処
理
を
行
う
能
力
を
有
す
る
電
子
計
算
機
（
以
下
「
超
高
速
電
子
計
算
機
」

と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
研
究
等
を
行
う
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
中
核
と
し
て
、
情
報
科
学
技
術
の
分
野

の
み
な
ら
ず
多
様
な
物
質
・
材
料
の
構
造
・
物
性
及
び
機
能
の
解
析
や
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
及
び
人
体
全
体
の
解
析
等
を

通
じ
て
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
も
の
づ
く
り
、
環
境
、
防
災
、
航
空
・
宇
宙
及
び
原
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子
力
等
広
範
な
分
野
の
研
究
開
発
の
飛
躍
的
な
進
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
つ
つ
最
先
端
の
研
究
等
が
行
わ
れ
、
我
が
国
の
科
学

技
術
の
振
興
や
産
業
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
産
業
界
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
者
等
に
共
用
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
性
能
を
最
大
限
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
共
用
開
始
後
い
ち

早
く
、
重
点
的
・
戦
略
的
な
利
用
を
進
め
、
社
会
が
期
待
す
る
画
期
的
な
成
果
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
整
備
及
び
運
営
に
対
す
る
国
民
の
理
解
、
支
持
及
び
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
の
発
足
以
来
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
整
備
の
在
り
方
を
議

論
す
る
中
で
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

検
討
の
結
果
も
踏
ま
え
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
共
用
法
」
と
い
う
。
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
方
針
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
一

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
が
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
中
核
と
し
て
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
振
興
や
国
際
競
争
力
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
く
た
め
に
は
、
研
究
者
等
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
施
設
と
な
り
、
多
く
の
研
究
者
等
に
よ
り
積
極

的
に
活
用
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
拠
点
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
、
理
化
学
研
究
所
が
、
利
用
促
進
業
務
を
行
う
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
（
以
下
「
登
録
機
関
」
と
い
う
。
）
及
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び
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
・
協
力
し
、
一
体
と
な
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
理
化
学
研
究
所
の
下
に
設
け
ら
れ
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
運
用
機
能
と
計
算
科
学
に
関
す
る
研

究
機
能
を
併
せ
持
つ
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
理
化
学
研
究
所
及
び
登
録
機
関
は
、
以
下
の
点
を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
特
定
高
速
電
子
計
算

機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

利
用
者
の
意
見
に
十
分
配
慮
し
た
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
整
備
及
び
性
能
向
上
の
推
進
や
、
公
正
な
利

用
者
選
定
に
よ
る
利
用
機
会
の
提
供
等
、
利
用
者
本
位
の
考
え
方
を
基
本
と
し
た
施
設
の
整
備
及
び
運
営
を
行
う

こ
と
。

そ
の
際
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
側
視
点
に
立
っ
た
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
主
導
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
構
築
の
趣
旨
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
性
能
を
最
大
限
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
用
開
始
後
い
ち

早
く
、
重
点
的
・
戦
略
的
な
利
用
を
促
進
し
、
社
会
が
期
待
す
る
画
期
的
な
成
果
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
も
十
分
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

二

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
利
用
し
た
計
算
科
学
技
術
研
究
及
び
人
材
の
育
成
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
理

化
学
研
究
所
が
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
、
登
録
機
関
及
び
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
機
関
等
関
係
機
関

が
協
力
し
て
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
計
算
科
学
技
術
分
野
の
研
究
教
育
拠
点
の
形
成
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に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
創
出
さ
れ
た
成
果
の
積
極
的
な
公
開
の
促
進
、
普
及
啓
発
を
通
じ
て
、
国
民
の
理
解
、

支
持
及
び
信
頼
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三

国
内
外
の
関
係
す
る
研
究
機
関
及
び
研
究
者
等
の
活
発
な
連
携
、
協
力
及
び
交
流
を
促
進
し
、
国
際
競
争
力
の

強
化
に
努
め
る
こ
と
。

四

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
お
い
て
、
登
録
機
関
に
は
、
以
下
の
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
す

る
。

登
録
機
関
は
、
利
用
者
側
視
点
に
立
っ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
導
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
構
築
の
趣
旨
に
適
合
す

(ア)
る
よ
う
、
機
能
す
る
こ
と
。

理
化
学
研
究
所
、
登
録
機
関
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
連
携
・
協
力
関
係
を
構

(イ)
築
す
る
こ
と
。

特
に
利
用
促
進
業
務
は
、
共
用
法
の
趣
旨
及
び
利
用
者
側
視
点
に
立
っ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
導
に
よ
る
Ｈ

(ウ)
Ｐ
Ｃ
Ｉ
構
築
の
趣
旨
を
最
大
限
実
現
で
き
る
よ
う
、
理
化
学
研
究
所
と
の
間
で
、
緊
密
か
つ
一
体
的
な
連
携
を

保
持
す
る
こ
と
。

登
録
機
関
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠
組
み
の
下
で
の
構
成
機
関
の
連
携
・
協
力
を
得
て
、
業
務

(エ)
を
実
施
す
る
こ
と
。

第
二

施
設
利
用
研
究
に
関
す
る
事
項
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一

超
高
速
電
子
計
算
機
の
供
用

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
に
当
た
っ
て
は
、
産
業
界
を
含
め
、
多
様
な
分
野
の
研
究
者
等
に
対
し
て
、

透
明
か
つ
公
正
な
手
続
き
に
よ
り
利
用
機
会
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
特
定
高
速
電
子
計

算
機
施
設
の
性
能
を
最
大
限
効
果
的
に
活
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
共
用
開
始
後
い
ち
早
く
、
重
点
的
・
戦
略
的
な

利
用
を
進
め
、
社
会
が
期
待
す
る
画
期
的
な
成
果
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
施
設
利
用
研
究
に

対
す
る
超
高
速
電
子
計
算
機
の
供
用
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
基
づ
く
一
般
利
用
枠
と
と
も
に
、
公
募
を
行
わ
な
い

戦
略
利
用
枠
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

二

公
正
な
利
用
者
選
定
の
実
施

多
様
な
分
野
の
研
究
者
の
申
請
が
想
定
さ
れ
る
施
設
利
用
研
究
に
お
い
て
は
、
中
立
・
公
正
な
利
用
者
選
定
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
登
録
機
関
が
行
う
利
用
者
選
定
業
務
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

利
用
者
選
定
の
中
立
性
・
公
正
性
を
保
証
す
る
た
め
、
選
定
委
員
会
及
び
課
題
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
と

(ア)
と
も
に
、
利
用
者
選
定
業
務
を
実
施
す
る
た
め
、
共
用
法
に
定
め
る
利
用
者
選
定
業
務
を
行
う
部
門
を
設
置
し
、

専
任
の
管
理
者
を
置
く
。

選
定
委
員
会
は
、
選
定
の
方
針
等
利
用
者
選
定
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

(イ)

課
題
審
査
委
員
会
は
、
利
用
者
選
定
の
対
象
と
な
る
課
題
の
審
査
・
選
定
を
行
う
。

(ウ)
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選
定
委
員
会
及
び
課
題
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
や
課
題
審
査
の
方
法
及
び
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ

(エ)
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠
組
み
の
下
で
の
構
成
機
関
の
合
意
形
成
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
意
見
を
尊
重
す
る
。

科
学
技
術
基
本
計
画
等
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
施
設
利
用
研
究
の
科
学
技

(オ)
術
へ
の
貢
献
度
や
発
展
性
、
社
会
経
済
へ
の
寄
与
や
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
た
妥
当
性
等
に
配
慮
し
た
適
切
な

基
準
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
課
題
の
科
学
的
卓
越
性
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
率
性
を
重
視
す
る
こ

と
と
し
、
①
科
学
的
に
卓
越
し
、
若
し
く
は
社
会
的
に
意
義
が
高
く
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
期
待
で
き
る
課
題

又
は
先
駆
的
成
果
の
創
出
を
目
指
す
挑
戦
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
②
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
が
有
す
る

計
算
資
源
、
デ
ー
タ
転
送
性
能
そ
の
他
の
特
性
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
③
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
効
率
性
、
計

算
処
理
、
デ
ー
タ
収
集
、
結
果
の
解
析
手
法
等
が
事
前
に
十
分
検
証
済
み
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
点
を
原
則
と

し
て
選
定
の
基
準
と
す
る
。

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
含
む
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
資
源
全
体
を
俯
瞰
し
、
そ
の
上
で
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施

(カ)
設
の
能
力
・
特
性
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
課
題
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
理
化
学
研
究
所
の
行
う
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
運
用
や
高
度
化
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
・
技

術
を
課
題
選
定
に
活
か
す
。

登
録
機
関
は
利
用
者
選
定
の
結
果
を
公
表
す
る
等
、
透
明
か
つ
公
正
な
選
定
を
行
う
。

(キ)
三

適
切
な
利
用
支
援
の
実
施
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多
様
な
分
野
の
研
究
者
等
が
円
滑
に
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
利
用
で
き
、
ま
た
、
研
究
者
等
の
よ
り
先

端
的
・
革
新
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
支
援
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

登
録
機
関
が
行
う
利
用
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

利
用
支
援
業
務
の
一
元
的
な
窓
口
を
担
い
、
各
種
の
情
報
提
供
及
び
利
用
相
談
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
調

(ア)
整
・
高
度
化
の
支
援
、
課
題
に
つ
い
て
の
技
術
相
談
、
講
習
会
の
実
施
そ
の
他
利
用
支
援
に
必
要
な
業
務
を
行

う
。利

用
支
援
業
務
を
実
施
す
る
際
に
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
そ
の
構
成
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、

(イ)
当
該
業
務
を
担
う
部
門
を
設
け
、
同
部
門
に
「
研
究
実
施
相
談
者
」
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
」
、
「
情
報

処
理
安
全
管
理
者
」
を
置
き
、
利
用
支
援
業
務
を
行
う
。

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
設
置
、
開
発
、
整
備
、
運
転
、
高
度
化
研
究
を
通
じ
て
理
化
学
研
究
所
が
獲

(ウ)
得
、
蓄
積
す
る
知
見
や
技
術
を
活
か
し
、
登
録
機
関
が
利
用
支
援
業
務
を
充
実
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
は
、
こ
の
よ
う
な
知
見
や
技
術
の
獲
得
、
蓄
積
に
努
め
る
。
ま
た
、
登
録
機
関
は
理

化
学
研
究
所
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
施
設
利
用
研
究
に
係
る
相
談
へ
の
対
応
や
研
究
内
容
に
応
じ
た
情
報
の
提

供
等
を
適
切
に
行
う
。

四

計
算
科
学
技
術
研
究
及
び
そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成
の
推
進

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
計
算
科
学
技
術
の
分
野
に
お
け
る
将
来
の
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継
続
的
な
発
展
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
計
算
科
学
技

術
研
究
及
び
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
研
究
教
育
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
や
登
録
機
関
を
は
じ
め
、
大
学
の
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
等
、
計
算
科
学
技
術
研
究

等
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
機
関
が
、
施
設
・
装
置
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
等
の
高
度
化
を
図
り
つ
つ
、
最

先
端
の
利
用
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
研
究
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
理
化
学
研
究
所
及
び
登
録
機
関
、
そ
の
他
関
係
機
関
が
適
切
な
役
割
分

担
の
も
と
、
計
算
科
学
技
術
研
究
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五

施
設
利
用
研
究
の
成
果
の
取
扱
い

施
設
利
用
研
究
の
成
果
は
、
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
分
野
等

に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
活
か
し
た
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
更
な
る
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
知
的

公
共
財
と
し
て
積
極
的
に
公
表
し
、
普
及
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
及
び
登
録
機
関
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
果
の
公
表
を
促
進
す
る
方
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
相
互
の
情
報
交
換
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
知
的
財
産
保
護
の
観
点
か
ら
施
設
利
用
研
究
の
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、
特
許

権
の
確
立
、
製
品
化
等
に
よ
る
成
果
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

六

理
解
増
進
活
動
の
実
施
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よ
り
広
範
な
科
学
技
術
の
分
野
に
お
け
る
研
究
者
等
に
よ
る
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
利
用
が
促
進
さ
れ

る
た
め
に
は
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
が
多
く
の
研
究
者
等
に
対
し
て
適
時

に
、
か
つ
、
的
確
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
は
、
登
録
機
関

や
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
協
力
し
、
各
種
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学
会
等
の

場
を
利
用
し
て
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
利
用
者
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
の
情
報
交
換
等

を
活
発
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
国
費
を
集
中
的
に
投
資
し
て
そ
の
開
発
・
整
備
が
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
に
は
国
民
の
理
解
と
支
持
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
高
速
電
子
計

算
機
施
設
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
わ
か
り
や
す
い
形
で
成
果
の
発
表
や
公
開
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

更
に
例
え
ば
、
運
用
開
始
後
に
、
大
学
等
と
連
携
し
て
、
青
少
年
等
を
対
象
と
し
た
科
学
技
術
に
対
す
る
理
解

増
進
に
貢
献
す
る
取
組
等
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

七

国
際
交
流
の
推
進

国
内
外
の
関
係
す
る
研
究
機
関
及
び
研
究
者
等
の
交
流
に
よ
る
多
様
な
知
識
の
融
合
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
我

が
国
が
世
界
の
科
学
技
術
振
興
を
先
導
し
、
こ
れ
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
国
際
競
争
力
の
飛
躍
的
な
向
上
に
つ

な
が
る
研
究
成
果
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
国
際
的
な
頭
脳
循
環
に
お
け
る
中
核

的
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
及
び
登
録
機
関
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
施
設
を
海
外
の
研
究
者
等
に
も
国

内
の
研
究
者
等
と
同
様
に
公
平
に
共
用
に
供
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
る
先
端
的
・
革
新
的
な
研
究

等
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
積
極
的
に
開
催
し
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
中
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
三

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

計
算
科
学
技
術
の
分
野
で
は
研
究
開
発
が
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
常
に
新
た
な
技
術
や
知
識
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
超
高
速
電
子
計
算
機
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
最
先
端
か
つ
最
高
の
性
能
を
達
成
す
る
こ
と
及
び

優
れ
た
成
果
の
創
出
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
国
際
的
な
研
究
開
発
状
況
に
も
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
適
時
に
、
か
つ
、
適
切
な
方
法
で
評
価
を
行
い
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
経
費
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、

適
切
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
科
学
技
術
基
本
計
画
等
を
踏
ま
え
、
国
際
競
争
力
の
強
化
に
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
機
器
性
能
の
高
度
化
を
含
め
、
特
定
高
速
電
子
計

算
機
施
設
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
中
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
理
化
学
研

究
所
に
お
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
適
切
な
連
携
を
図
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て



- 11 -

得
ら
れ
る
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
等
の
意
見
や
国
内
外
の
研
究
開
発
の
動
向
等
を
適
切
に
把
握
し
つ
つ
、
計
画
的
に

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
四

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
運
営
に
関
す
る
事
項

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
に
当
た
っ
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
中
核
と
し
て
多
く
の
研
究
者
等
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
か
ら
優
れ
た
成
果
が
創
出

さ
れ
る
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

運
営
に
係
る
業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
公
正
な
手
続
き
に
従
い
、
全
体
的
な
施
設

の
運
営
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
理
化
学
研
究
所
と
登
録
機
関
が
適
切
に
連
携

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一

利
用
者
本
位
の
利
用
促
進
業
務
の
実
施

施
設
利
用
に
関
す
る
諸
手
続
に
つ
い
て
は
、
登
録
機
関
に
お
い
て
利
用
者
に
対
す
る
窓
口
の
一
元
化
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
の
簡
素
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
登
録
機
関
に
お
い
て
は
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
が
最
大
限
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
分
野
に

お
け
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
理
化
学
研
究
所
と
協
力
し
て
そ
れ
を
施
設
の
運
営
に
反
映
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
方
法
に
加
え
、
様
々
な
利
用
方
法
を
可
能
と
す
る
等
、
利
用
者
本
位
の
利
用
促
進
業
務

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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二

施
設
の
適
切
な
運
転
及
び
維
持
管
理
等

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
に
つ
い
て
は
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
効
率
的
な
運
転
及
び
維
持
管
理
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
理
化
学
研
究
所
に
お
い
て
は
、
施
設
全
体
を
通
じ
た
安
全
管
理
に
つ
い
て
も
、

登
録
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
、
関
係
法
令
等
に
従
い
そ
の
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

充
分
な
利
用
時
間
の
提
供

理
化
学
研
究
所
は
、
国
内
外
の
電
子
計
算
機
施
設
の
運
転
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
可

能
な
限
り
応
え
る
た
め
に
、
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
を
図
り
つ
つ
、
充
分
な
利
用
時
間
の
提
供
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

第
五

そ
の
他
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

一

関
係
機
関
と
の
連
携

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
我
が
国
に
お
け
る
計
算
科
学
技
術
を
は
じ
め
と
し
た
科
学
技
術
全
体
の
振
興

に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
枠
組
み
に
基
づ
く
、
大
学
・
研
究
機
関
等
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る
計
算
環
境
と
の
適
切

な
役
割
分
担
及
び
有
機
的
な
連
携
の
下
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
整
備
に
お
け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
理
化
学
研
究
所
及
び
登
録
機
関
に
お
い
て
も
、
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
整
備
・
運
用
に
積
極
的
に

関
与
し
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
を
中
核
と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
構
築
と
活
用
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
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る
。
同
時
に
、
大
学
の
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
、
地
球
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
等
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
施
設

運
用
の
経
験
、
計
算
科
学
技
術
研
究
に
お
け
る
高
度
な
知
見
や
経
験
を
有
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
成

機
関
と
の
積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
円
滑
か
つ
有
効
な
整
備
・
運
営
等
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

地
元
自
治
体
等
と
の
連
携

特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
当
該
施
設
が
立
地
す
る
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
活
動
を
活
性
化
し
、
新
産

業
・
新
事
業
の
創
出
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
深
化
を
は

じ
め
と
し
て
、
地
元
自
治
体
等
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。




